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秘密基地（テント）の設営

夕飯はカレー作り♪

８月23日（土）～24日（日）にかけて、わん

ぱく学級のキャンプを開催しました。夏休み

終盤の楽しみとあって、学級生も大盛り上が

り♪夜もなかなか寝れなかったようです（笑）

大人数での泊りがけという体験は貴重で、そ

れぞれに素敵な思い出が作れたのではないで

しょうか。

デザートに手作りアイス★

料理男子！様になってます。

自分で作った料理は格別♪

翌日の朝食はサンドウィッチ★

苦戦しながらもなんとかできました。 昼食は焼きそば♪

暑い日にはやっぱり泳ぎたい！

カレーは美味しかったかな？



　今年も、多くの方にご来場いただきました。保育園の園児とそのご家族の皆さんには、広見音頭にもご参

加いただき、活気ある盆踊りが戻ってきた感じがいたしました。婦人会、区長会の皆様もご協力いただきあ

りがとうございました。踊りをご存じの方は、自らリードしていただく方もいて、初めて参加された方にと

ってもお手本となり心強かったと思います。自主的なご参加に心より感謝いたします。

　時代は変わっていきますが、昔ながらの夏の風情を感じるこのイベントを今後も試行錯誤しながら、近永

地区の皆様と一緒に守っていきたいと思います。今後とも、よろしくお願いいたします。
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　まちなかや、町の広報紙などでとなり（⇒）のよ
うな情報をみかけたことはありますか？
　愛媛県内において、鬼北町はⅡ度以上高血圧者の
割合がワースト３位（令和５年度）となっていま
す。令和３年度はなんと…ワースト１位だったそう
です！
﻿　ご存じのとおり、高血圧は万病のもとと言われて
います。まちの啓発が実りつつあり、少しずつ高血
圧者の割合が減少してきているようです。町内の企
業にもご協力いただき、食材や調味料の「減塩」と
いうワードも浸透してきているのではないでしょう
か？
　日々の生活習慣や食事を見直すことで、高血圧の
リスクを軽減できると言われています。近永公民館
には、ロビーに血圧計を常時設置しています。お立
ち寄りの際に、是非計ってみてください。血圧のこ
まめなチェック、健康への第一歩ですよ。
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第52回近永地区運動会を開催します！第52回近永地区運動会を開催します！第52回近永地区運動会を開催します！

　今年も近永地区運動会を開催します！年に一度の運動会。爽やかな汗

をかいて、始まりから終わりまで笑顔あふれる一日となるよう、皆様の

ご協力をお願いいたします。

日時：令和７年１０月１９日（日）９時～１２時　※雨天中止
場所：近永小学校第１運動場
主催：近永地区区長会・近永公民館

選手選考については、各地区の区長さん、体育委員さんにお問い合わせ

ください。自主的な参加、大歓迎です♪

（牛野川・水分・北川・成川）

チームについて

（鬼北の里・中野川・芝・永野市）

（今在家・奈良中・奈良下） （旭町・年則・南町・栄町・新町・本町）

※今回から４チーム編成となります。

近永地区の皆さん、血圧気にしてますか？近永地区の皆さん、血圧気にしてますか？近永地区の皆さん、血圧気にしてますか？
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書評：小澤 英実　　東京学芸大学准教授（アメリカ文学・文化）、翻訳家
1977年生まれ。共著に『幽霊学入門』、訳書に『地図になかった世界』、共訳に『彼女の体とその
他の断片』など。2023年4月より書評委員。

入りました♪

〈発行・問い合わせ先〉 近永公民館 〒798-1395　鬼北町大字近永７９７番地
ＴＥＬ0895-45-1115 内線4410 / ＦＡＸ0895-45-2810 / Email:chikanaga.k@town.kihoku.ehime.jp

図書新刊

近永公民館貸出図書。
新刊のご案内です。

カレーの時間 寺地 はるな

マスカレード・ライフ 東野 圭吾

連続殺人鬼カエル男 完結編

全員犯人、だけど被害者、しかも探偵 下村 敦史

チョコレート・ピース

リーガル・ピース！その和解、請け負います

小説　８番出口　Exit8

作家刑事 毒島の嘲笑

リボンちゃん

殺人事件に巻き込まれて走っている場合ではないメロス

青山 美智子 植物少女

ふたつの時代をカレーがつなぐ　心にしみる“からうま”な物語
偏屈な祖父と二人で暮らすことになってしまった孫息子・桐矢。昭和の高度成長期にレトルトカレーの営業
マンとして働き、カレーを囲む時間だけは打ち解ける祖父が、半世紀の間、抱えてきた秘密とは――。生き
ることのままならなさと愛おしさを描く、スパイシーな味わいの傑作小説。

ホテル・コルテシア東京で開催されることになった、『日本推理小説新人賞』の選考会。
当日、文学賞受賞の候補者として、ある死体遺棄事件の重要参考人が会場に現れる!?
警視庁を辞め、コルテシア東京の保安課長となった新田浩介が、お客様の安全確保を第一に、新たな活躍を
みせる最新作。

　なにしろ、登場人物全員が同姓同名のミステリを書いた作家だ。今作も設定からしてど
んでん返し。ある社長の死をめぐり、謎の「ゲームマスター」に呼び出された関係者7人が
山中の廃虚に閉じ込められる。そこから連続殺人の幕が上がる……のではなく、犯人だけ
が助かると通告されて一同は、我こそが犯人だと自供しあう。このデスゲームを生き残る
「犯人」はいったい誰なのか。
　タイトルに偽りなく、全員が犯人で被害者で探偵になっていくから驚きだ。だが、これ
はある意味で、人が背負う役割の本質を突いている。現実世界では「真実はいつもひと
つ」ではないし、「被害者」と「加害者」がきれいにわけられない事象も多い。「犯人」
になり損なう人たちの姿のほうが、「先生」やら「母」やら、期待された役割になりそこ
なう自分に親しみぶかい。この奇想天外な推理小説はしかし、「犯人」や人の名前のよう
な一語にはけして集約できない立体的な人間のありように目を向け、社会的動物たる人間
性の深いアイロニーを抉（えぐ）り出していると思うのだ。 書評サイト「好書好日」より

飛び込め地獄

私、死体と結婚します

クロコダイル・ティアーズ

蛍たちの祈り

アルツ村 閉ざされた楽園

らんたん

加藤 実秋

川村 元気

五条 紀夫

寺地 はるか

中山 七里

中山 七里

朝比奈 秋

上田 春雨

桜井 美奈

雫井 脩介

町田 そのこ

南 杏子

柚木 麻子
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